
高麗大学日本研究センター主催 

国際学術大会 
 

～東アジアの災害研究発信と国際協力模索～ 

 

◆日 時： 2013 年 3 月 9 日（土） 09：50～17：30 

◆会 場： 高麗大学国際館 321 号室 

◆後 援： 高麗大学出版部／高麗大学言語情報研究所／学習院女子大学／早稲田大学東日本

大震災復興研究拠点 

 

◆趣 旨： 

2011年3月11日に発生した東日本大震災によって、日本社会は未曽有の甚大な被害を経験

した。死者・行方不明者は約2万人近くに達し、2年目を迎えている現在においても、避難

所生活を余儀なくされている多くの被災者が存在する。震災からの復興は未だに遅々として

進まず、被災地は悲惨な状況に置かれている。東日本大震災によって、日本社会の政治的・

経済的・社会的など、あらゆる側面における構造的な問題を露呈させた。しかし、東日本大

震災は日本社会に限定された問題ではなく、グローバルな問題として、とりわけ東アジア社

会に大きな衝撃を与えていることは周知のとおりであろう。 

そこで、高麗大学日本研究センターは、東日本大震災を契機として生じた、日本社会の反

応や変化、そこから見えてくる構造的な問題などを、震災直後から研究チームを立ち上げて

調査研究に取り組むことの必要性を感じた。つまり、3.11東日本大震災をきっかけに〈災

害〉を日本研究における重要テーマであると認識して〈ポスト3.11と人間：災難と安全研究

チーム〉を設け、定期的な研究会や輪読会などの研究活動を活発に行っている。しかし、災

害への備えや事後支援、または復舊・復興という点を考察するにつれ、〈災害〉というのは

一地域や一国家に限定しうる問題ではないことが理解されてきた。特に災害の歴史を共有し

ている東アジア地域においては国際的な協力が求められているのである。したがって、〈災

害〉をめぐって人文科学、社会科学、自然科学等の諸学問分野を横断する学際的研究をさら

に推し進め、災害への関心を傾けることの重要性はより一層高まっているといえる。 

 2011年3月11日に発生した東日本大震災二周期を迎え、東アジアにおける災害研究の成果

発信及び国際協力を模索する一環として国際学術大会を企画した。本大会は、日本で出版さ

れた学習院女子大学編『東日本大震災 復興を期して: 知の交響（ハーモニー）』及び早稲

田大学の東日本大震災関連研究叢書の韓国語版翻訳出版を記念するために開催されるもので

ある。日本で蓄積された災害研究の成果及び韓国から見た災害に関して人文科学･社会科学･

自然科学をリンクさせ、相互のコンテクストという視点に基づいて災害研究を共有し、国際

協力を目指すフォーラムとして活用していく機会になろう。災害と東アジアをテーマとする

「国境を超えた疎通」を志す新たな形の＜災害と復興、東アジアの智のハーモニー＞へ導く

国際学術大会が期待できる。 



<プログラム> 

 テーマ：東アジアの災害研究発信と国際協力模索 

3月 9日（土） 国際館 321号 

09:50-10:10 開会式 

開会の辞： 金采洙（高麗大学日本研究センター所長） 

歓迎の辞：廉載鎬（高麗大学副総長） 

祝  辞：李ヒョンチョル（消防防災庁中央119救助隊団長） 

司会： 鄭炳浩 

（高麗大） 

 基調講演 

10:10-10:30 
災害研究発信 東日本大震災と海外：国際コミュニケーション論の視点から 

石澤靖治（学習院女子大学長） 
 

10:30-10:50 
国際協力模索 早稲田大学における東日本大震災復興への取り組み 

深澤良彰（早稲田大学理事・東日本大震災復興研究拠点責任者）  

10:50-11:00 休 憩 

第 1部 ＜東日本震災と社会、人間、言語＞ 

11:00-11:30 

報告：東日本大震災と日本社会の言語：外国人住民を対象にする「公的情報提

供」におけるコミュニケーション問題を中心に 

○ 報告者：金ユ泳（同徳女大） 

○ 討論者：朴美賢（釜山大） 司会：羅京洙 

（学習院女子大） 

11:30-12:00 

報告：震災と日本人論：和辻哲郎をめぐって 

○ 報告者：山秦幸（関西学院大） 

○ 討論者：全成坤（高麗大） 

12:00-13:30 昼 食 

第2部 ＜東日本震災と政治、経済、制度＞ 

13:30-14:00 

報告：国際法からみた福島第一原子力発電所の事故 

○ 報告者：櫻井大三（学習院女子大） 

○ 討論者：金孝眞（高麗大） 
司会：朴洪圭 

（高麗大） 

14:00-14:30 

報告 ：災害以後日本人の経済生活比較分析 

○ 報告者：金暎根（高麗大） 

○ 討論者：金奎判（対外経済政策研究院） 

14:30-14:45 休 憩 

第 3部 ＜東日本震災と国際、援助、環境＞ 

14:45-15:15 

報告：東日本大震災に遭遇して、環境を学ぶ者ができる復旧・復興支援とは 

○ 報告者：香村一夫（早稲田大）  

○ 討論者：李相奎（東国大） 司会：宋浣範 

（高麗大） 

15:15-15:45 

報告：冷戦終結以降、次第に強まる東欧と日本の絆 

○ 報告者：中島祟文（学習院女子大） 

○ 討論者：徐東周（ソウル大） 

15:45-16:00 休 憩 

16:00-17:30 
総合討論 

金ユ泳、山秦幸、櫻井大三、金暎根、香村一夫、中島祟文 
座長：李鎭遠 
（ソウル市立大） 

18:00-20:00 晩餐会 


